
海外視察研修旅行シリーズ　２

台湾・台中へ温泉地交流の旅日
本
旅
館
国
際
女
将
会

参
加
者

台湾・香港は訪日再訪率高い

后
豊
鉄
馬
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

旧
台
中
州
庁

台
中
国
家
歌
劇
院

白
冷
圳（
は
く
れ
い
し
ゅ
う
）旧

台
中
駅

旅
館
ホ
テ
ル
経
営
者
ら
と
交
流

　
日
本
旅
館
国
際
女
将
会
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日
本
旅
館
国
際
女
将
会
（
長
坂
正
惠
会
長
）
は
７
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
、
台
中

市
政
府
観
光
旅
遊
局
（
陳
盛
山
局
長
）
の
支
援
の
も
と
台
湾
を
訪
問
し
た
。
台
中
市

で
は
、
現
地
の
観
光
業
界
団
体
役
員
、
温
泉
旅
館
経
営
者
、
ホ
テ
ル
経
営
者
ら
と
の

交
流
・
情
報
交
換
会
に
出
席
。
台
中
州
庁
、
旧
台
中
駅
、
台
中
国
家
歌
劇
院
な
ど
も

視
察
し
た
。
台
北
で
は
、
日
本
観
光
情
報
サ
イ
ト
「
樂
吃
購
（
ラ
ー
チ
ー
ゴ
ー
）
！

日
本
」
を
運
営
す
る
ジ
ー
リ
ー
メ
デ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
訪
問
し
、
訪
日
台
湾
人
旅
行

客
の
最
新
ト
レ
ン
ド
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
を
受
け
た
。

　
日
本
旅
館
国
際
女
将
会
は
１
９
９

５
年
、
政
府
の
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ

ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
呼
応
し
、
観

光
政
策
支
援
、
業
界
貢
献
へ
の
一
つ

と
し
て「
旅
館
と
女
将
を
国
際
語
に
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
女
将
が
自
ら
国

際
体
験
を
し
て
旅
館
内
部
か
ら
国
際

化
を
図
る
こ
と
、
併
せ
て
日
本
の
伝

統
的
な
旅
館
の
料
理
、
施
設
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
紹
介
し
て
訪
日
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
し
、
「
旅

館
と
ホ
テ
ル
文
化
の
国
際
交
流
シ
リ

ー
ズ
」
を
開
始
し
た
。

　
１
９
９
５
～
２
０
０
９
年
の

年

間
で

カ
国

都
市
を
訪
問
。
観
光

行
政
関
係
機
関
と
の
公
式
行
事
を


都
市
で
開
催
し
た
。
参
加
者
は
、
累

計
２
７
３
人
、
現
地
関
係
者
の
招
待

数
１
２
０
０
人
、
メ
デ
ィ
ア
掲
載
は

約
１
５
０
点
、
取
材
出
演
テ
レ
ビ
は


局
な
ど
の
実
績
を
残
し
た
。

　
ま
た
、
２
０
１
０
～
２
０
１
５
年

の
５
年
間
は
「
世
界
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
体
験
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
６
カ

国

都
市
を
訪
問
。
参
加
者
は
累
計


人
。
世
界
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
体

験
に
加
え
、
観
光
行
政
機
関
の
表
敬

訪
問
、
記
念
植
樹
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

　

年
度
か
ら
、
日
本
旅
館
国
際
女

将
会
の
事
務
局
を
財
団
法
人
日
本
ホ

テ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
（
石
塚
勉
理
事

長
）
か
ら
、
観
光
経
済
新
聞
社
（
積

田
朋
子
社
長
）
に
移
行
し
た
。

　

年
は
「
海
外
視
察
研
修
シ
リ
ー

ズ
」
の
１
回
目
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
た
。

台湾人インバウンドセミナー

　
訪
問
団
は
７
月
３
日
、
台
湾
と
香
港
で

日
本
観
光
情
報
サ
イ
ト
「
樂
吃
購
（
ラ
ー

チ
ー
ゴ
ー
）
！
日
本
」
を
運
営
す
る
ジ
ー

リ
ー
メ
デ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
吉
田
晧
一
社

長
（
＝
写
真
）
か
ら
、
台
湾
人
・
香
港
人

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
た
。
セ

ミ
ナ
ー
は
、
同
社
が
台
北
市
内
で
展
開
す

る
日
本
紹
介
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
樂
吃

購
！
Ｍ
ｉ
Ｃ
Ｈ
ｉ
　
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
で
開
催

し
た
。

　
吉
田
社
長
は
「
台
湾
と
香
港
は
、
世
界

で
最
も
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。
２
０

１
６
年
度
の
デ
ー
タ
で
は
、
総
人
口
に
占

め
る
訪
日
客
数
の
割
合
が
中
国
０
・
５
％
、

韓
国

％
な
の
に
対
し
て
、
台
湾
・
香
港

は

％
に
達
し
て
い
る
」
と
紹
介
。

　
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
「
総
人
口
に
占

め
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ア
カ
ウ
ン
ト
数
比

率
は
、
日
本
が

・
６
％
、台
湾
が

・

２
％
、香
港
が

・
５
％
」と
述
べ
、「
台
湾

と
香
港
で
の
情
報
発
信
に
は
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
の
活
用
が
有
効
」と
強
調
し
た
。

　
日
本
人
技
師
、
磯
田
謙
雄

が
設
計
し
た
水
利
施
設
。
１

９
１
３
年
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の

栽
培
の
た
め
に
水
の
確
保
が

必
要
に
な
っ
た
山
の
中
の
地

域
「
新
社
」
に
造
ら
れ
た
。

山
か
ら
山
へ
約
２
５
０
４
㍑

を
運
ぶ
水
路
は
全
長

・
６

㌔
。
東
洋
最
長
の
サ
イ
フ
ォ

ン
式
水
路
と
い
わ
れ
、
約
１

０
０
年
経
っ
た
現
在
も
使
わ

れ
て
い
る
。

　
日
本
統
治
時
代
の
１
９
１

７
年
に
建
設
さ
れ
た
赤
れ
ん

が
の
歴
史
的
建
造
物
で
あ

る
。
２
０
１
６
年

月
に
台

中
駅
付
近
が
高
架
化
さ
れ
て

新
駅
舎
が
誕
生
し
、
駅
舎
と

し
て
の
機
能
を
終
え
た
。
台

中
市
は
旧
駅
舎
を
保
存
し
、

鉄
道
文
化
園
区
と
し
て
新
し

い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
す
る
計

画
だ
。

　
日
本
人
設
計
士
、
森
山
松

之
介
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た

旧
台
中
州
の
庁
舎
。
２
０
０

２
年
に
台
中
市
歴
史
建
築
と

し
て
登
録
さ
れ
、
２
０
０
６

年

月
に
市
定
旧
跡
に
指
定

さ
れ
た
。
戦
後
の
一
時
期
は

台
中
市
政
府
が
市
庁
舎
と
し

て
使
用
し
た
。
現
在
は
、
台

中
市
政
府
都
市
発
展
局
と
環

境
保
護
局
が
入
居
し
て
い

る
。

【
日
本
側
（
敬
称
略
）
】

　
長
坂
正
惠
（
下
呂
観
光
ホ

テ
ル
し
ょ
う
げ
つ
）
、
岡
崎

純
子
（
深
山
荘
高
見
屋
）
、

須
藤
紀
子
（
登
別
温
泉
滝
乃

家
）
、
下
竹
原
成
実
（
指
宿

白
水
館
）
、
宇
田
倭
玖
子

（
白
壁
荘
）
、
須
藤
美
由
貴

（
金
盛
館
せ
せ
ら
ぎ
）
、
須

藤
佳
子
（
有
馬
館
）
、
國
米

由
公
江
（
阿
蘇
の
司
ビ
ラ
パ

ー
ク
）
、
松
原
冨
子
（
マ
ザ

ー
レ
イ
ク
）
、
小
山
田
和
子

（
同
）
、
石
塚
勉
（
日
本
ホ

テ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
）
、
黒

沢
由
美
子
（
同
）
、
江
口
英

一
（
観
光
経
済
新
聞
社
）
。

【
台
中
市
側
】

　
陳
盛
山
氏
（
台
中
市
政
府

観
光
旅
遊
局
局
長
）
、
莊
右

孟
氏
（
同
主
任
秘
書
）
、
張

倪
華
氏
（
同
股
長
）
、
許
庭

瑜
氏
（
同
）
、
游
仁
哲
氏

（
台
中
市
国
際
観
光
発
展
協

会
理
事
長
秘
書
・
全
国
大
飯

店
）
、
廖
國
宏
氏
（
台
中
市

観
光
旅
館
商
業
同
業
組
合
理

事
長
・
福
華
大
飯
店
会
長
）、

楊
惠
玫
氏
（
台
中
市
観
光
旅

館
商
業
同
業
組
合
秘
書
長
・

福
華
大
飯
店
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
、
鄭
生
昌
氏
（
台

中
市
旅
館
商
業
同
業
組
合
理

事
長
・
福
爾
摩
沙
酒
店
）
、

林
粲
鈞
氏
（
台
中
市
温
泉
観

光
協
会
理
事
・
麒
麟
峰
溫
泉

会
館
）
、
洪
明
峰
氏
（
台
中

日
光
温
泉
会
館
副
社
長
）
、

劉
敏
瑛
氏
（
星
享
道
酒
店
会

長
）
、
翁
羿
琦
氏
（
陳
允
寶

泉
食
品
社
長
）
、
王
喆
氏

（
僑
光
科
技
大
学
教
授
）
、

潘
意
涵
氏
（
谷
關
統
一
渡
假

村
總
經
理
）
、
楊
佳
慧
氏

（
同
）
、
他
。

　
台
中
線
の
旧
線
廃
線
跡
沿

い
に
整
備
さ
れ
た
全
長
約
４

・
６
㌔
㍍
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
。
途
中
に
は
、
長
さ

３
８
２
㍍
の
「
大
甲
渓
花
梁

鉄
橋
」
と
全
長
１
２
７
３
㍍

の
９
号
ト
ン
ネ
ル
な
ど
を
通

る
。

　
日
本
人
建
築
家
、
伊
東
豊

雄
氏
が
６
年
余
の
歳
月
を
か

け
て
完
成
さ
せ
た
。
２
０
１

６
年
９
月

日
に
こ
け
ら
落

と
し
が
行
わ
れ
た
。大
劇
院
、

中
劇
院
、
小
劇
場
の
三
つ
の

オ
ペ
ラ
劇
場
が
入
っ
て
い

る
。

　
今
回
の
訪
問
団
は
、
下
呂

温
泉
観
光
協
会
（
瀧
康
洋
会

長
）
と
台
中
市
温
泉
観
光
協

会
（
羅
進
洲
理
事
長
）
が
、

２
月

日
に
下
呂
温
泉
の
水

明
館
（
瀧
康
洋
社
長
）
で

「
温
泉
地
友
好
協
定
」
を
締

結
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

実
現
し
た
。

　
台
中
市
は
こ
れ
ま
で
に
、

大
分
県
、
由
布
院
温
泉
旅
館

組
合
、
別
府
市
観
光
協
会
、

三
朝
温
泉
旅
館
協
同
組
合
、

下
呂
温
泉
観
光
協
会
と
提

携
。

月
に
は
台
中
市
で
青

森
県
平
川
市
の
温
泉
関
係
者

ら
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
各
地
の
旅
館
の
女
将

が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る

日
本
旅
館
国
際
女
将
会
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
で
、
台
中

市
と
日
本
各
地
の
温
泉
地
と

の
提
携
・
交
流
が
さ
ら
に
拡

大
す
る
こ
と
の
期
待
を
込
め

る
。
今
回
は
、
日
本
旅
館
国

際
女
将
会
の
長
坂
正
惠
会
長

（
下
呂
観
光
ホ
テ
ル
し
ょ
う

げ
つ
）
が
、
台
中
市
政
府
観

光
旅
遊
局
の
陳
盛
山
局
長
か

ら
日
本
旅
館
国
際
女
将
会
と

し
て
招
待
を
受
け
訪
問
し

た
。

　
台
中
市
政
府
観
光
旅
遊
局

の
主
催
で
７
月
４
日
、
台
中

日
光
温
泉
会
館
（
Ｓ
ｕ
ｎ
　

Ｈ
ｏ
ｔ
　
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　

＆
　
Ｒ
ｅ
ｓ
ｏ
ｒ
ｔ
）
で
開

か
れ
た
交
流
・
情
報
交
換
会

に
は
、
台
中
市
の
観
光
行
政

関
係
者
、
観
光
業
界
団
体
幹

部
、旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
者
、

観
光
施
設
経
営
者
、
大
学
教

授
な
ど
が
出
席
し
た
。

　
陳
局
長
は
「
こ
こ
数
年
台

中
市
は
日
本
各
地
と
の
友
好

提
携
を
積
極
的
に
進
め
て
お

り
、
下
呂
温
泉
と
台
中
市
と

の
提
携
に
よ
る
ご
縁
が
き
っ

か
け
で
、
日
本
旅
館
国
際
女

将
会
の
皆
さ
ま
と
も
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
交

流
会
が
新
た
な
交
流
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
上

で
「
台
中
市
政
府
が
主
催
す

る
『
台
中
フ
ロ
ー
ラ
世
界
博

覧
会
（
台
中
花
博
）
』
が
、

２
０
１
８
年

月
か
ら

年

４
月
ま
で
開
か
れ
る
。
ぜ
ひ

再
び
台
中
を
訪
れ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

　
日
本
旅
館
国
際
女
将
会
を

創
設
し
た
日
本
ホ
テ
ル
教
育

セ
ン
タ
ー
の
石
塚
勉
理
事
長

は
「
日
本
旅
館
国
際
女
将
会

の
歩
み
」
を
紹
介
。
長
坂
会

長
は
「
日
本
旅
館
の
女
将
の

役
割
と
仕
事
」
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
す
る
陳
局
長


